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１．研究目的 

騒音性難聴は現在でも最もよくみら

れる職業性疾病の１つである。しかも

治療が困難である。一方、適切な措置を

とることによって、発症予防（１次予防）

ならびに進行予防（２次予防）のいずれ

も可能である。たとえ難聴がある程度

進行した場合であっても、言語コミュ

ニケーションの障害について、騒音性

難聴の疾患特性を踏まえて残存聴力を

有効利用するための対策を科学的に考

えていくことは可能である。 

しかしながら、現時点で個々の事業

所において適切な対策がとられている

とはいえない。本研究は、騒音性難聴防

止ならびに発症後であっても労働者本

人の生活の質（QOL）と職場における

労働生産性を維持し、その両立を支援

する効果的な対策の確立を目的とする。 

 

２．研究方法 

(1) 騒音性難聴に関わるすべての人の

ための Q&A 第 2 版 web 版作成： 

第 2 版を発刊後寄せられた意見に

基づき、必要な修正を加えた上で

できるだけ多くの人に閲覧、活用

してもらえるように web 上に広く

公開する。 

 

(2) アンケート調査並びに実地調査を

用いた騒音性難聴の実態の把握： 

これまで行ってきた騒音事業所の

アンケート調査とサンプリングで

施行した実地調査での騒音と聴力

所見データの双方から解析し、騒

音事業所の実態を把握する。騒音

性難聴の頻度ならびに防音保護具

の使用実態についても現状を明ら

かにする。 

 



(3) システマティックレビュー 

許容基準 85dB の妥当性、騒音性難

聴の聴力型の特徴、非職業性騒音

性難聴の現状の３つのクリニカル

クエスチョンを設定し、国内外の

報告をレビューし、騒音性難聴の

疾患特性を明らかにする。 

 

３．研究成果 

(1) 「騒音性難聴に関わるすべての人

のための Q&A 第 2版 web版」を

日本耳鼻咽喉科学会のホームペー

ジで他疾患のガイドライン等と並

べて掲載した。また、茨城産業保健

総合支援センターのホームページ

の改修に協力し、産業保健資料の

コーナーに騒音性難聴セクション

を作り、「Q&A」を掲載するほか、改

善事例や関係記事に無料でアクセ

スできる体制を構築した。令和元

年度上半期の当該ページアクセス

数は 2,974件であった。 

 これらの活動を日本産業衛生学

会騒音障害防止研究会シンポジウ

ムで紹介し広報活動に努めた。 

 

(2) 騒音レベルは、実地調査 11カ所中

7カ所で第Ⅲ管理区分であり、過去

のアンケートでも示唆されていた

激しい騒音下で操業している事業

所が少なくない実態が示された。

騒音性難聴の罹患率は 35.8％であ

り、特殊健診による 13.7％の罹患

率との乖離を認めた。 

罹患率は従業年数と防音保護具

装用状況との関連がみられた。 

 

(3) 許容基準85dBはおおよそ妥当な値

であり、状況に応じてより安全な

80dB との併用が理想的と考えられ

た。騒音性難聴の初期変化を早期

にとらえるためには 3kHz や 6kHz

の測定も有用と考えられた。非職

業性騒音性難聴の増加が注目され

ており、今後は就業前からの健康

教育の必要性、並びに適切に職業

性騒音性難聴を評価するために、

労働者一人一人の聴力閾値変化測

定が必要になると考えられた。 

 

４．結論 

騒音性難聴防止ならびに難聴発症後

も職業を継続しつつ進行を予防する両

立支援を実現するため研究を行った。 

「Q&A web版」公開など一定の成果が

得られたが、騒音性難聴は今でも少な

くなく、十分には防止対策がとられて

いないと考えられた。 

 

５．今後の展望 

本研究を踏まえて、騒音性難聴防止

は日本耳鼻咽喉科学会の重点項目の一

つとして採用され、Japan Hearing 

Vision の活動へとつながった。「騒音障

害防止のためのガイドライン」の改訂

も視野に、それを支える知見の整理を

進めていく。 
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